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長
行
馬
文
章
田
孜
大
英
図
書
館
所
蔵
文
書
を
中
心
と
し
て
|

荒
J!I 

正
晴

は
じ
め
に

唐
代
、
河
西
以
西
の
地
域
に
は
、
オ
ア
シ
ス
都
市
間
の
沙
積
を
わ
た
る
交
通
手
段
と
し
て
長
行
馬
櫨
・
長
行
車
牛
と
呼
ば
れ
る
馬
畜
や
車

が
配
備
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
管
理
・
運
用
す
る
機
関
と
し
て
長
行
坊
・
車
坊
(
長
選
坊
)
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
交
通
手
段
や
機
関

の
存
在
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
な
ど
の
中
央
ア
ジ
ア
地
域
よ
り
出
土
し
た
長
行
罵
畜
・
長
行
坊
関
係
の
文
書
(
以
下
、
長
行
馬
文
書
と
略
称
す
る
)

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
長
行
馬
文
書
を
戦
後
ま
も
な
く
、
は
じ
め
て
学
界
に
紹
介
し
た
の
は
藤
枝
晃
氏
で
あ
っ
た
[
藤

枝
一
九
四
八
]
。
こ
の
時
、
講
演
報
告
な
が
ら
も
京
都
の
有
都
館
に
所
蔵
さ
れ
る
長
行
馬
文
書
の
一
部
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

ス
タ
イ
ン
将
来
漢
一
詩
文
書
に
関
す
る
マ
ス
ベ
ロ
の
研
究
が
公
表
さ
れ
[
呂
田
告
白
D
H
虫
色
、
ス
タ
イ
ン
が
将
来
し
た
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス

タ
ー
ナ
古
墳
群
墳
墓
出
土
文
書
の
中
に
も
長
行
馬
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
仁
井
田
陸
B

楊
聯
陸
両
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
[
仁
井
田
一
九
五
五
、
五
五
1
五
六
頁
/
楊
一
九
五
五
、
一
五
0
1
一
五
一
頁
]
。
こ
れ
を
受
け
て
、
あ
ら
た
め
て
藤
枝
氏
は
有
郷
館
が
所
蔵
す
る

す
べ
て
の
長
行
馬
文
書
を
公
表
し
、
併
せ
て
ス
タ
イ
ン
将
来
の
文
書
も
参
照
し
な
が
ら
、
長
行
馬
騒
の
管
理
の
あ
り
方
や
長
行
坊
の
公
用

交
通
機
関
と
し
て
の
性
格
な
ど
を
検
討
し
た
[
藤
枝
一
九
五
六
]
。
藤
枝
氏
の
検
討
は
、
論
証
は
簡
略
な
が
ら
も
長
行
坊
e

長
行
馬
騒
が
唐
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の
駅
伝
制
の
補
助
的
組
織
で
あ
り
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
五
九
年
以
降
に
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
墳
墓
よ
り
新
た
に
多
く
の
文
書
が
出
土
し
、
そ
の
中
に
少
な
か
ら
、
ざ
る
長
行
馬
文

書
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
こ
れ
ら
新
出
の
長
行
馬
丈
書
の
分
析
が
、
既
知
の
同
文
書
の
再
検
討

と
併
行
し
て
進
め
ら
れ
た
[
王
一
九
八
五
・
一
九
八
六
/
荒
川
一
九
九
0
・
一
九
九
五
な
ど
]
。
そ
の
結
果
、
長
行
坊
・
車
坊
(
長
運
坊
)
と
い
う
交

通
組
織
の
実
態
と
そ
の
交
通
機
能
の
詳
細
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
長
行
馬
文
書
に
は
、
藤
枝
氏
が
公
表
し
た
有
都
館
所
蔵
の
そ
れ

を
は
じ
め
、
そ
の
出
土
状
況
や
文
書
の
作
成
地
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
明
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
の
解
明
は
、
今

後
さ
ら
に
長
行
馬
畜
・
長
行
坊
の
研
究
を
深
化
さ
せ
て
ゆ
く
上
で
緊
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

有
利
卿
館
所
蔵
の
長
行
馬
文
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
藤
枝
氏
が
前
掲
の
論
孜
[
藤
枝
一
九
五
六
〕
に
お
い
て
有
郊
館
所
蔵
の
そ
れ
が
李
盛
鐸

旧
蔵
文
』
一
書
で
あ
り
、
こ
れ
と
繋
が
る
一
連
の
文
書
が
、
羅
振
玉
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
[
現
、
中
国
歴
史
博
物
館
所
歳
。
『
貞
松
一
堂
蔵
西
陸
、
秘
籍

叢
残
』
第
二
冊
、
『
歴
博
』
]
と
書
道
博
物
館
所
蔵
文
書
[
中
村
不
折
『
爵
域
墨
蹟
書
法
源
流
考
』
下
巻
、
金
祖
同
『
流
沙
遺
珍
』
]
の
中
に
も
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
氏
は
、
こ
の
'
有
郊
館
自
羅
振
玉
図
書
道
博
物
館
所
蔵
の
文
書
群
を
、
ス
タ
イ
ン
が
今
世
紀
初
頭
に
ア
ス
タ
ー
ナ

古
墓
群
よ
り
発
掘
。
将
来
し
た
長
行
馬
関
係
の
文
・
警
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
北
庭
文
書
」
と
総
称
し
て
い
る
(
以
下
、
本
論
に
お
い
て
も
こ

れ
ら
の
文
書
群
を
便
宜
上
「
北
庭
文
書
」
と
呼
ぶ
)
。
こ
の
命
名
は
、
こ
の
文
書
群
の
作
成
地
を
北
庭
と
認
め
る
立
場
か
ら
の
も
の
と
推
測
さ
れ

る
が
、
「
北
庭
文
書
」
の
出
土
地
に
関
し
て
は
藤
枝
氏
は
自
ら
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
池
田
温
氏
は
こ
れ
ら
「
北
庭
文
書
」
を
「
吐
魯
番
出
土
品
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
〔
池
田
一
九
九
二
、
七
二
五
頁
可
そ
の
見
解
は
陳

国
燦
氏
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
[
陳
一
九
九
三
、
四
一
頁
]

0

こ
れ
に
対
し
て
、
栄
新
江
氏
は
近
年
、
大
英
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

ω-S巴
以
降
の
文
書
を
調
査
す
る
過
程
で
、
「
北
庭
文
書
」
が

ω
S巴

以
降
に
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
敦
憧
莫
高
窟
よ
り
発
見
さ
れ
た
仏
教
経
典
を
包
ん
で
い
た
経
秩
の
裏
張
り
貼
紙
よ
り
析
出
さ

れ
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
[
栄
一
九
九
四
、
二
八
1
二
九
・
コ
一
五
j
三
六
頁
/
栄
一
九
九
六
、
一
九
七
頁
]
。
こ
う
し
た
推
測
の
も
と
に
、
栄
氏
は

第三部
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先
の
池
田
氏
や
陳
氏
の
見
解
、
つ
ま
り
「
北
庭
文
書
」
の
出
土
地
が
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
あ
る
と
す
る
説
に
対
し
て
疑
義
を
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
「
北
庭
文
書
」
に
対
す
る
栄
氏
の
見
解
は
十
分
に
説
得
的
で
あ
り
、
私
も
こ
れ
に
従
い
た
い
。

つ
ま
り
栄
氏
の
推
測
に
基
づ
け
ば
、
長
行
馬
文
書
と
は
、
出
土
地
に
基
づ
い
て
分
類
す
れ
ば
、
【
i
】
経
秩
に
裏
張
り
さ
れ
て
い
た
紙
か

ら
析
出
さ
れ
た
「
北
庭
文
書
」
と
、
一
日
】
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
出
土
の
長
行
馬
文
章
ど
に
分
け
て
見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し

作
成
地
に
Q

一
い
て
は
、
い
ず
れ
の
研
究
者
も
、
【
i
】
に
北
庭
都
護
府
司
の
官
印
、
一
ム
に
西
州
都
督
府
お
よ
び
交
河
郡
都
督
府
の
官
印
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
官
司
の
所
在
地
(
【
l
}

は
ジ
ム
サ
、
{
U
H
】
は
カ
ラ
ホ
l
ジ
ヤ
)
が
そ
の
ま
ま
作
成
地
と
な
る
と
み
な
し
て

い
る
が
、
【
i
】
の
「
北
庭
文
書
」
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

私
は
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
出
土
の
長
行
馬
文
書
に
つ
い
て
、
既
に
い
く
つ
か
の
拙
稿
に
お
い
て
分
析
を
加
え
て
き
た
[
荒
川
一
九
九

0
・
一
九
九
五
]
が
、
敦
憧
莫
高
窟
よ
り
発
見
さ
れ
た
経
秩
の
貼
紙
か
ら
析
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
北
庭
文
書
」
に
つ
い
て
は
世
界
各
地
に

分
散
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
体
を
通
じ
て
は
未
だ
十
分
に
は
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
補
う
べ
く
一
九
九
八
年
一
一
月
に
約

二
週
間
に
わ
た
り
大
英
図
書
館
で
文
書
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
「
北
庭
文
書
」
に
属
す
る
長
行
馬
文
書
に
つ
い
て
新
た
に
い
く
つ

か
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
「
北
庭
文
書
」
の
作
成
地
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
、

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

敦
僅
経
秩
文
書
|
|
ω
-
E
g〉
・
回
ふ

-
E
臼
|
|
の
検
討

長行馬文書孜

敦
埠
莫
高
窟
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
経
巻
の
帳
か
ら
は
多
く
の
文
書
が
析
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
現
在
、
大
英
図
書
館
や
有
都
館
・

書
道
博
物
館
・
中
国
歴
史
博
物
館
ば
か
り
で
な
く
、
ロ
シ
ア
や
中
国
国
家
図
書
館
に
も
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
な
か
で
も
多
く
を
占
め
る
の
が
長
行
馬
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
こ
う
し
た
帳
よ
り
析
出
さ
れ
た
文
書
全
体
を
敦

381 
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理
経
峡
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
敦
埠
経
験
文
書
に
含
ま
れ
る
長
行
馬
文
書
を
所
蔵
機

関
別
に
整
理
し
て
お
く
と
、
最
後
に
付
し
た
リ
ス
ト
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
う
ち
大
英
図
書
館
に
は
、
リ
ス
ト
に
掲
げ
た
よ
う
に
コ

δ
点
近
く
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
悶Aパせ

て
い
る
(
後
掲
リ
ス
ト
円
A
}
①
j
⑥
十
一
一
点
)
が
、
遺
憾
な
が
ら
こ
れ
ら
は
、
未
だ
軽
快
よ
り
析
出
印

さ
れ
た
事
情
を
十
分
に
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
巴

5
0干
切

と

引

同
己
色

T
乞
取
り
上
げ
て
敦
抽
出
経
験
文
書
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
一
所
し
つ
つ
、
調
査
の
過
程
一

で
得
ら
れ
た
未
発
表
の
長
行
馬
文
書
を
併
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
現
在
の
整
理
で
は
、
∞
-HEm-
に
は
、
問

H
E
g〉
。
切
の
よ
う
に
複
数
の
番
号
を
与
え
ら
一

れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
あ
た
か
も
一
件
の
文
書
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
後
掲
…

の
写
真
で
見
る
よ
う
に
実
際
に
は
二
件
の
文
書
か
ら
成
っ
て
い
る
(
こ
れ
を
便
宜
上
ω
ロ
岳
山
〉
と
一

己
E
日
目
と
す
る
)
。
し
か
も
本
来
、

ω
口
色
。
〉
・
切
と

ω
戸
合
同
〉
t

@

切
と
は
す
べ
て
貼
り
合
わ
さ
れ
一

て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
を
実
際
に
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
と
き
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
一

り
印
口
出
。
〉
・
切
と
印
ド
エ
巴
〉
・
切
と
は
、
四
紙
が
重
ね
貼
り
合
わ
さ
れ
て
厚
紙
と
さ
れ
て
い
た

a

も
の
で
、
そ
れ
が
経
峡
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
面
を
表
と
す
れ
ば
、
上
か
ら

(
1
)
印
戸
合
同
〉
表
・
裏

+
(
2
)
ω
戸
品
目

裏
・
表

+
(
3
)
印
日
円
台

C
E裏
・
表
ム

(
4
)
印
日
目
白

C〉
表
ム
義
の
順
に
重
ね
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
以
下
の
図
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
文
字
に
つ
い
て
も
、
未
だ
き
れ
い
に
剥
さ

れ
て
い
な
い
部
分
は
多
い
が
、
裏
写
り
の
文
字
や
背
面
か
ら
透
か
し
て
見
て
わ
か
る
部
分
を
含
め
、

第三部

併
せ

て
お
く
(
後
掲
録
文
)

0

↓ 
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併
載
し
た
銀
文
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、

(
l
)
ω
・
口
合
同
〉
の
経
峡
表
紙
部
分
を
除
き
、

(2)
印
・
口
品
目
お
よ
び

(
4
)
ω
a
H
円
台
。
〉
は
、

某
年
一
一
月
九
日
に
兵
曹
史
の
氾
通
が
牒
し
、
兵
曹
参
軍
の
口
胡
が
判
辞
を
下
し
た
も
の
で
あ
り
、

(
3
)
ω
・
己
由
。
切
は
そ
う
し
た
兵
曹

苛
に
お
け
る
案
件
処
理
を
示
す
末
尾
部
分
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ω
己中日
O

〉
。
切
と
∞
口
合
ピ
ヤ
∞
は
、
某
年
一
一
月
九
日

の
兵
曹
司
に
お
け
る
案
件
処
理
に
用
い
ら
れ
た
紙
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
破
嫡
無
名
目
各
項
経
一
議
」
の
経
峡
を
形
作
る
厚
紙
と
し
て
再
利

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
の
「
北
庭
文
書
」
に
も
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
東
洋
学
研
究
所
所
蔵
の
hM-ω
早出

1
開
〈
(
後
掲
リ
ス
ト
門
E
}
①

1
⑤
)

は
、
同
じ
く
bdM円
'
部
品
の
A
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
断
片
に
「
阿
蹴
達
磨
論
第
一
秩
十
巻
玄
遵
」
と
見
え
て
い
る
(
〈
写
〉
『
俄
蔵
』
二
四
九
頁
)
0

こ
の
こ
と
は
h
H
ω
足
切

1
何
〈
も
「
阿
蹴
達
磨
論
第
一
秩
十
巻
」
の
経
験
用
の
厚
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

他
の
「
北
庭
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
具
体
的
な
経
名
を
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
同
様
に
経
峡
用
の
厚
紙
を
作
る
た
め
に

何
枚
か
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
見
方
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
一
つ
の
経
軟
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
文
書
は
年
代
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
「
北
庭
文
書
」
と
は
年
代
的
に
ま
と
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
ま
と
ま
り
が

わ
か
れ
ば
、
こ
こ
に
検
討
し
た

ω
口

hpg〉
・
切
と
印
戸
品
目
〉
・
切
の
よ
う
な
紀
年
(
年
号
)
を
欠
く
「
北
庭
文
書
」
に
対
し
て
も
、
明
確
な

年
代
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
次
節
に
お
い
て
「
北
庭
文
書
」
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
作
業
を
し
て
お
き
た
い
。

長行馬文書孜

「
北
庭
文
書
」
の

ル
l
ピ
ン
グ

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
「
北
庭
文
書
」
は
、
現
在
、
有
郡
館
・
書
道
博
物
館
・
中
国
歴
史
博
物
館
@
大
英
図
書
館
・
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
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官
員
名

①

北

庭

都

議

楊

楚

客

副

都

議

?

爽

長

史

?

仁

去

司

馬

?

守

防

②

兵

曹

参

軍

一

飛

鎌

一

口

胡

遊

踏

丘

(

曹

史

一

謝

本

一

氾

通

氾

通

-噌

l

;

I

l

l

1

1

1

I

f

-

-

i

t

t

}

1

1

4

J

t

i

t

i

l

-

-

7

1

1

1

1

1

I

t

-

-

T

I

③

長

行

坊

専

嘗

官

一

仙

一

一

仙

長

行

坊

典

一

権

遠

一

-

楊

節

@

隠

疋

楊

節

・

郭

提

伽

④

録

事

参

事

飛

驚

飛

総

有

時

十

有

字

有

字

録

事

悉

悉 年
代

(I) 

関
元
七
年
三
1
八
月

(
H
)
 

同
八
年
三
1
四
月

田
川
}
出
品

(
国
)

同
九
年
六
j

八
月

爽泡、
嵩

(
W
)
 

同
九
年
十
一

i
十
二
月

楊
楚
客

爽

384 

(
V
)
 

悶
十
年
三
月

※
こ
の
ほ
か
に
∞
ロ

gN(後
掲
リ
ス
ト

{
A
〕
⑥
)
は
、
大
暦
二
年
(
七
六
七
)
一
一
一
月
に
作
成
さ
れ
た
長
行
馬
文
書
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
本
文
書
に
は
「
前
庭
師
脚

之
印
」
が
捺
さ
れ
「
北
庭
文
書
」
に
は
属
さ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

※
〔
典
拠
〕
(
記
号
は
す
べ
て
後
掲
リ
ス
ト
に
よ
る
)

(
I
)
{
B
}
①
②
④
⑤
ワ
⑦
⑪
⑬
@

(

H

)

{

立

⑧

⑬

(国

)
[
A
〕
②
/
{
C
〕
①
/
一
D
}
①
l
④

(
W
)
{
A
〕
①
?
③
③
/
[
B
〕
@
⑫
/
〔
E
〕
①
l
⑤

(
V
)
{
A
}
⑤
/
{
B
}
③
品
川
)
⑪
⑫
⑬
⑬
⑬
@
?
③



ス
ブ
ル
ク
東
洋
学
研
究
所
支
所
に
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
敦
憧
蔵
経
洞
に
収
め
ら
れ
て
い
た
複
数
の
経
験
か

ら
得
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
年
代
的
に
ま
と
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
成
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

そ
こ
で
こ
う
し
た
想
定
の
も
と
に
「
北
庭
文
書
」
の
う
ち
年
代
が
明
ら
か
な
文
書
を
取
り
出
し
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
ま
と

ま
り
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ
を
文
書
中
に
記
さ
れ
る
関
係
官
員
名
と
と
も
に
列
挙
し
て
み
る
と
、
ほ
ほ
右
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
北
庭
文
書
」
は
年
代
的
に
関
元
七
年
(
七
一
九
)

j
一
O
年
(
七
一
一
一
一
)
に
集
中
し
て
お
り
、
さ
ら
に

そ
の
期
間
内
に
お
い
て
も
五
つ
の
年
代
の
グ
ル
ー
プ

(
(
I
)
j
(
V
)
)
に
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

表
に
掲
げ
た

(
I
)
j
(
V
)
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
官
員
と
し
て

(
I
)
と
(
亜
)
に
は
上
掲
表
①
・
③
@
④
が
、
ま
た

(
E
)
と
(
即
日
)

に
は
①
。
②
・
④
が
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
、

{a
〕
長
行
坊
の
官
員
が
見
え
る
グ
ル
ー
プ
[

(

I

)

(

E

)

]

{
b
}
兵
曹
司
の
官
員
が
見
え
る
グ
ル
ー
プ
[

(

E

)

・(
N

)

]

と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
残
る

(V)
は
、
①
1
④
す
べ
て
の
官
員
が
見
え
て
お
り
、

{
a
〕
と
〔
b
〕
に
両
属
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち

{
a
〕
の

(
E
)
に
属
す
ω'∞
∞
ヰ
ム
と

ω
∞∞

38巾
(
後
掲
リ
ス
ト
の

{
A
〕
②
)
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
縫
背
部
分
に
「
一
百
七
十
七

仙
」
・
「
一
百
八
十
一
仙
」
と
見
え
て
い
る
。
羅
振
玉
旧
蔵
文
書
(
後
掲
リ
ス
ト

{
D
}
①
)
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
「
仙
」
は
長

行
坊
の
専
当
宮
で
あ
り
県
丞
を
摂
し
て
い
た
「
李
仙
」
の
著
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ω
∞
∞
司
ー
仏
と

ω
∞∞

36刊
は
長
行
坊
の
専
当
官
の
責
任
の

も
と
に
連
貼
さ
れ
た
断
片
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち

ω'∞
∞
斗
ゐ
に
は
、
人
月
一
日
付
け
で
録
事
司
で
受
け
付
け
ら
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
∞

-gゴt
同
に
は
、

長行馬文書孜

前

欠

1 

血

385 

2 

蜜
守
品
目
国
ん
日



3 

典

八
月
一
日
受
。
其
月
二
日
行
判

録
事
録
墓
参
軍

調
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4 5 6 

f炎

欠

第三部

と
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
伊
∞
∞
ヰ
ゐ
は
、
八
月
一

E
に
録
事
司
で
受
け
付
け
ら
れ
、
二
日
に
長
行
坊
の
専
当
官
が
処
決
し
た
案
件
の
末

尾
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ω-g33山
j
ゆ
が
長
行
坊
専
当
官
が
八
月
二
日
に
処
決
し
た
同
一
の
案
件
に
属
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ

れ
ら
が
す
べ
て
同
じ
経
験
よ
り
析
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
れ
ば
、

ω・∞∞ゴ自由・
0

に
見
え
る
八
月
は
、

ω・
∞
∞
斗
ゐ
文
書
の
牒
の
本
文
中
に
「
去
開
元
八
年
四
月
」
の
語

が
見
え
、
「
去
」
の
後
に
敢
え
て
「
開
元
八
年
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
開
元
九
年
の
八
月
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

【

a}
に
属
す
残
る

(
I
)
も
、
有
郷
館
第
日
号
(
後
掲
リ
ス
ト
す
}
②
)
に
、

前

欠

1 

開
元
七
年
四
月
九
日

2 

典

3 

専
嘗
官

「仙」

5 

三
月
廿
九
日

録
事
「
悉
」

典

楢
J
閣

受
、
四
月
九
日
行
判
。

検
無
稽
失
。

4 6 



7 

功
曹
揖
録
事
参
軍
「
欄
」
勾
誌
。

案
矯
長
行
馬
爾
疋
患
死
、
帳
次
准
式
事
。

8 

縫
背
署

長行馬文書孜

と
見
え
て
お
り
、
こ
の
文
書
が
開
元
七
年
三
月
二
九
日
に
録
事
司
で
受
理
し
た
案
件
を
、
四
月
九
日
に
長
行
坊
の
専
当
官
が
処
決
し
た

文
書
で
あ
る
一
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

{a
】
は
長
行
坊
の
専
当
官
が
処
決
し
た
案
件
を
中
心
と
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
{

a

}

と
と
も
に
【
b
】
に
も
属
す

(V)
に
は
、
そ
の
う
ち
の
印
・
口
お
や
仏
と
印
・
口
出
や
の
(
後
掲
リ
ス
ト
【
A
}
⑤
)
に
、
紙

縫
部
分
に
「
三
百
品
川
四
遊
」
・
「
三
百
四
十
櫨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
署
名
部
分
の
「
遊
」
と
「
瞳
」
は
、
「
北
庭
文
書
」
(
後

掲
リ
ス
ト

{
B
】
⑫
)
に
見
え
る
兵
曹
参
軍
の
「
遊
薩
」
の
署
名
と
判
断
で
き
る
の
で
、
こ
の
ω
・
口
出
∞
む
と
ω
山
区
切
∞
ゐ
は
兵
曹
司
に
お
い
て

連
貼
し
た
断
片
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一hu}
に
専
属
す
る

(
E
)
・
(
即
日
)
は
、
そ
の
内
容
か
ら
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
開
元
入
年
三
月
と
同
九
年
一
一
月
ご
ろ
に
兵
曹
司
で
処
理

さ
れ
た
案
件
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
【
b
】
は
兵
曹
参
軍
が
処
決
し
た
案
件
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
と
認
め
て
大
過
な
か
ろ
う
。

以
上
の
検
討
の
結
果
、
「
北
庭
文
書
」
で
紀
年
が
欠
け
、
月
日
し
か
確
認
で
き
な
い
も
の
で
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
紀
年
を
確
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
ま
た
官
員
名
し
か
見
え
な
い
断
片
文
書
で
も
、
①
j
④
に
見
え
る
官
員
の
任
官
時
期
が

(
I
)
j
(
V
)
の
時
期
に

わ
た
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
年
代
を
お
お
ま
か
に
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
先
に
検
討
し
た
無
紀
年
の
印
口
品
。
〉
・
回
+
ω
-
H
E
臼
〉
・
切
は
、
「
十
一
月
」
と
あ
る
こ
と
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
官
員
名

か
ら
、
こ
れ
が
前
掲
表
の
(
町
)
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
「
開
元
九
年
(
七
一
一
一
)
十
一
月
兵
曹
史
氾
通
牒
+
兵
曹
参
軍
判
辞
」
と
命
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
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中国律令制の展開と変質

ま
た
最
近
そ
の
全
容
が
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
東
洋
学
研
究
所
所
蔵
の
「
北
庭
文
書
」
(
回
同
ω
忠∞
j

?
ー
)
も
、
開
元
九
年
一
一
月
の
日
付
や
上
掲
表
②
の
兵
曹
司
の
官
員
名
な
ど
か
ら
、
同
様
に
(
百
)
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
∞
-HEgk戸・出

T
m己
品
目
〉
・
切
と
は
別
の
経
軟
か
ら
析
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

388 

り
で
あ
る
。

第三部

以
上
よ
り
、
「
北
庭
文
書
」
は
特
定
の
五
つ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
開
元
七
年
(
七
一
九
)
三
(
)
八
月
、
同
八
年
(
七
二

O
)
三一
j
四
月
、
同
九

年
六
j
八
月
、
同
九
年
一
一

j

一
一
一
月
、
同
一

O
年
三
月
に
お
い
て
、
長
行
坊
も
し
く
は
兵
曹
司
で
処
理
さ
れ
、
そ
の
後
に
録
事
司
に
送

ら
れ
て
案
件
処
理
の
日
程
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
官
文
書
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
長
行
坊
と
兵
曹
司
は
、

「
北
庭
文
書
」
が
北
庭
(
ジ
ム
サ
)
で
作
成
さ
れ
た
と
す
る
前
提
に
た
℃
ば
、
北
庭
の
長
行
坊
で
あ
り
兵
曹
司
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
「
北
庭
文
書
」
が
ど
こ
で
作
成
さ
れ
た
の
か
は
、
再
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
本
文
書
に
は
北
庭
都
護
府
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
掲

ω・
戸
色
。
〉
[
後
掲
録
文

(
4
)
〕
に
見
え
る
よ
う
に
、
北
庭
都
護
司
に
お
け
る
処
決
に
西
州
交
河
県
へ
の
指
示
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
次
節
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
「
北
庭
文
書
」
に
は
西
州
に
お
け
る
案
件
を
北
庭
都
護
府
に
上
申
し
て
そ
の
処
決
を
ま
つ
文
書
も
認
め

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
北
庭
都
護
府
と
西
州
と
が
交
通
行
政
に
お
い
て
一
体
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の

の
、
北
庭
都
護
府
が
通
常
に
理
解
す
る
よ
う
に
天
山
北
方
の
ジ
ム
サ
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
非
能
率
的
な
行
政

運
用
を
強
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
疑
問
を
解
明
す
る
に
は
、
「
北
庭
文
書
」
作
成
当
時
の
天
山
東
部
地
域
に
お
け
る
政
治
・
軍
事
情

勢
を
あ
ら
た
め
て
探
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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北
庭
都
護
府
と
西
州
長
行
坊

前
節
に
問
題
点
と
し
て
掲
げ
た
北
庭
都
護
府
と
西
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
「
唐
開
元
九
年
(
七
一
一
一
)
十
一

月
参
軍
王
沙
安
牒
」

(ω
・
司
区
〈
録
〉
〈
写
〉
『
釈
録
』
四
、
四
一
一
一
一
頁
)
を
取
り
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

(

前

)
欠

1 

]
救
至
此
、
去
十
月

蒙
給
圃
[
]
参
疋
護
遣
。
比
矯
推
問
来
了

]
欲
去
[
]
口
口
月
請
改
給
。
謹
[

]
請
慮
分
。
謹
牒
。開
元
九
年
十
一
月

謝
1
4制

2 3 4 5 

1
1
1
1
1
8
 

日
参
箪
王
沙
安
口

6 

付

司

7 

九

日

8 

状
牒
長
行
坊
准
状

9 

十
一
月
九
日

録
事

口

(

後

欠

本
文
書
は
、
開
一
冗
九
年
一
一
月
九
日
に
参
草
の
王
沙
安
が
提
出
し
た
牒
文
を
前
半
部
分
と
し
、
後
半
に
は
そ
れ
を
録
事
で
受
理
し
た

後
、
長
宮
の
「
楚
客
」
が
向
日
に
そ
れ
を
関
係
官
可
に
回
付
す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
牒
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
詳
細
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
開
元
九
年
一

O
月
に
馬
三
疋
を
給
付
さ
れ
て
何
処
か
に
発
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
が
、

389 



何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
改
め
て
馬
の
発
給
を
請
求
す
る
事
態
に
立
ち
至
っ
た
ご
と
く
で
あ
り
、
さ
ら
に
八
行
目
の
「
状
も
て
長
行
坊
に
牒

し
、
状
に
准
ぜ
し
め
よ
」
と
い
う
判
的
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
で
の
馬
は
長
行
坊
が
差
配
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
ず
前
半
部
分
に
見
え
る
「
参
軍
の
王
沙
安
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
「
西
州
都
督
府
之
印
」
が
捺
さ
れ
る
上
海
博
物
館
所
蔵
の
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
文
書
[
「
唐
開
元
十
六
年
三
月
健
児
社
奉
牒
」
、
〈
写
〉
吋
敦
燥
吐
魯
番
文
物
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
二
九
八
七
年
、
七
O
頁
。
八
一
頁
の
解
説
参
照
]

に
見
え
市
)
「
録
事
参
軍
の
王
沙
」
と
同
一
人
物
で
あ
り
、
彼
は
ま
た
大
谷
文
書
な
ど
に
も
西
州
都
督
府
の
録
事
参
軍
、
「
沙
安
」
と
し
て
頻

見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
参
箪
の
王
沙
安
」
と
は
、
西
州
都
督
府
の
録
事
参
軍
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
が

北
庭
都
護
府
の
兵
曹
参
軍
も
し
く
は
録
事
参
寧
で
あ
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
は
、
前
掲
表
に
掲
げ
る
同
官
就
任
の
官
員
名
よ
り
明
ら
か
で

あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
本
文
書
後
半
の
六
j
七
行
自
に
見
え
る
、
判
辞
を
下
し
た
「
楚
客
」
が
、
西
州
都
督
府
の
都
督
や
刺
史
で
あ
っ
た
可

能
性
を
認
め
が
た
い
こ
と
は
、
李
方
氏
の
「
西
州
長
官
」
に
関
す
る
編
年
研
究
〔
李
一
九
九
五
、
二
八
一

j
二
人
二
頁
]
か
ら
明
白
で
あ
る
。
と

す
る
な
ら
ば
、
開
元
九
年
一
一
月
九
日
の
時
点
で
の
北
庭
都
護
が
「
楚
客
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
前
掲
表
の
(
町
)
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
や
、

な
に
よ
り
も
そ
の
筆
跡
が
、

ω・
呂
田
や
有
郷
館
印
号
文
書
な
ど
に
見
え
る
北
庭
都
護
の
「
楚
客
」
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

文
書
の
「
楚
客
」
が
「
北
庭
文
書
」
に
見
え
る
北
庭
都
護
の
「
楚
客
」
と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
開
元
九
年
一
一
月
九
日
と
い
う
本
文
書
の
日
付
け
は
、
「
北
庭
文
書
」
前
掲
表
の

(
N
)
グ
ル
ー
プ
に
多
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
の

文
書
が
同
様
に
敦
埠
経
秩
か
ら
析
出
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
「
北
庭
文
書
」
の
「
楚
客
」
は
、

ω・
口
合
∞
の
に
「
]
大
使
楊
楚
客
」
と
見
え
て
お
り
、
楊
を
姓
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

さ
ら
に
「
唐
北
庭
都
護
支
度
営
団
使
文
書
」
(
司
、
吋
〉
三
回
目
・
留
・
〈
録
〉
『
文
書
』
八
二

δ
六
頁
/
『
図
文
』
四
、
九
六
頁
。
〈
写
〉
『
図
文
』
四
、
九
六
頁
)
に
、

略

前

4 

副
大
使
室長
青
光
雄
大
夫
検
校

議|
都
護
口支
口草
壁
田
等
使
上
柱
園

楊
楚
客



(

後

略

)

と
記
さ
れ
、
彼
は
北
庭
都
護
で
あ
る
と
同
時
に
(
整
理
阜
)
副
大
防
)
と
支
度
・
営
田
使
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
結
論
に
大
過
な
け
れ
ば
、
本
文
書
は
西
州
都
督
府
の
録
事
司
で
受
け
付
け
た
文
書
を
北
庭
都
護
府
司
へ
回
付
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
西
・
庭
州
に
お
け
る
長
行
馬
発
給
も
し
く
は
改
給
に
対
す
る
最
終
的
な
裁
決
権
は
北
庭
都
護
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
案
件
処
理
に
お
い
て
北
庭
都
護
府
が
ジ
ム
サ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
七
す
れ
ば
、
逐
一
処
決
を

得
る
た
め
に
高
昌
城
よ
り
ジ
ム
サ
へ
文
書
を
送
付
す
る
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
当
時
、
北
庭
都
護
が
ど
こ
を
治

所
と
し
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

開
一
冗
初
期
ご
ろ
の
西
庭
伊
州
方
面
の
政
治
・
軍
事
情
勢
を
見
て
み
る
と
、
阿
史
那
献
の
積
西
節
度
使
の
就
任
以
来
、
唐
は
天
山
北
方
の

遊
牧
勢
力
、
突
騎
施
と
鋭
く
対
峠
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
北
庭
は
西
・
伊
州
と
一
体
化
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
こ
れ
が
安
西
都
護
(
四

鎮
節
度
使
)
や
積
西
節
度
使
に
統
轄
さ
れ
て
ゆ
く
状
況
に
あ
っ
た
〔
松
田
一
九
七
O
、
三
七
六
1
三
九
O
頁
]
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
新

唐
書
」
巻
六
七
、
表
七
、
方
鎮
四
に
掲
げ
る
閲
元
六
年
(
七
一
人
)
の
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
は
、

安
西
都
護
領
四
鎮
節
度
・
支
度
・
経
略
使
、
副
大
都
護
領
積
西
節
度
・
支
度
・
経
略
等
使
、
西
州
に
治
す
。

と
あ
り
、
「
安
西
都
護
領
四
鎮
節
度
・
支
度
・
経
略
使
、
副
大
都
護
領
積
商
節
度
・
支
度
・
経
略
等
使
」
が
西
州
を
治
所
と
し
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
こ
の
後
半
部
に
見
え
る
「
副
大
都
護
」
と
は
、
本
文
全
体
の
構
成
か
ら
判
断
し
て
、
安
西
副
大
都
護
を
指
す
と
解
す
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

長行馬文書孜

と
こ
ろ
が
問
題
は
、
安
西
副
大
都
護
が
積
西
節
度
を
領
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ
も
そ
も
開
元
六
年
(
七
一
人
)
に
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

阿
史
那
献
が
北
庭
大
都
護
と
併
せ
て
積
西
節
度
使
と
な
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
唐
会
要
』
巻
七
八
節
度
使
に
、

開
元
六
年
三
月
、
楊
嘉
恵
(
湯
嘉
恵
)
、
四
鎮
節
度
・
経
略
使
に
除
さ
る
。
此
よ
り
始
め
て
節
度
の
競
あ
り
。
十
二
年
以
後
、
或
い
は
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積
西
節
度
使
を
稽
し
、
或
い
は
四
鋸
節
度
を
稿
せ
り
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
通
鑑
」
巻
一
一
一
二
、
唐
紀
、
開
一
冗
一
二
年
(
七
二
四
)
一
二
月
に
か
け
て

永
り

遅
(
杜
遅
)
を
起
げ
て
安
西
副
大
都
護
積
西
節
度
使
と
矯
す
。

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
見
れ
ば
、
前
半
部
の
「
安
西
都
護
領
四
鎮
節
度
・
支
度
・
経
略
使
」
と
は
、
開
元
六
年
(
七
一
八
)
に
は
じ
め
て
安

西
四
鎮
節
度
使
を
称
し
た
湯
嘉
恵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
彼
は
開
元
五
年
七
月
ご
ろ
に
は
安
西
都
護
に
就
任
し
て
い
が
)
O

こ
れ
に
対
し
て
後
半
部
の
「
(
安
西
)
副
大
都
護
領
積
西
節
度
@
支
度
・
経
略
等
使
」
と
は
、
開
元
一
二
年
(
七
二
四
)
三
月
に
安
西
副
大

都
護
積
西
節
度
使
を
称
し
た
社
逗
の
記
事
を
示
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
新
唐
書
」
巻
六
七
、
表
七
、
方
鎮
四
の
記
事
は
、
こ
う
し
た
湯
嘉
恵
と
社
還
と
の
こ
つ
の
記
事
が
混
在
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

問
題
は
、
最
後
に
付
さ
れ
た
「
治
西
州
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
全
体
に
か
か
る
も
の
と
す
れ
ば
、
既
に
安
西
都
護
領
四
鎮
節
度
・

(
山
)

支
度
・
経
略
使
の
湯
嘉
恵
が
開
元
六
年
(
七
一
八
)
の
時
点
で
西
州
を
泊
所
と
し
て
い
た
こ
と
な
る
。
こ
の
湯
嘉
恵
は
、
開
元
三
年
(
七
一
五
)
四

月
に
は
郭
慶
曜
に
代
わ
っ
て
北
庭
都
護
と
な
っ
て
い
た
人
物
で
、
当
時
、
北
庭
大
都
護
・
積
西
節
度
使
と
な
う
て
い
た
阿
史
那
献
と
は
軍

事
的
な
連
携
を
取
っ
て
い
た
日
新
唐
主
星
巻
二
一
五
、
突
版
下
、
六
O
六
五
頁
]

0

(
日
)

残
念
な
が
ら
、
聞
元
六
年
時
点
で
北
庭
都
護
に
誰
が
就
任
し
て
い
た
の
か
は
史
料
か
ら
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
当
時
の
西
域
に
お

け
る
政
治
。
軍
事
情
勢
を
精
査
さ
れ
た
伊
瀬
仙
太
郎
氏
の
次
の
見
解
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
開
元
一

O
年
前
後
の
社
遣
に
始
ま
り
、

同
一
五
年
、
伊
西
北
庭
節
度
が
安
西
節
度
使
よ
り
分
離
す
る
ま
で
、
安
西
副
大
都
護
が
北
庭
都
護
を
兼
領
し
て
い
た
事
実
な
ど
を
踏
ま
え
、

湯
嘉
恵
も
安
西
都
護
に
転
じ
て
か
ら
も
依
然
、
北
庭
都
護
を
領
し
て
い
た
、
と
推
断
す
る
[
伊
瀬
一
九
五
五
、
二
人
二
頁
]

0

伊
瀬
氏
が
検
討
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
安
西
都
護
と
北
庭
お
よ
び
西
@
伊
州
と
の
密
接
な
関
係
を
考
え
れ
ば
、
安
西
都
護
領
四
鎮
節
度
・

支
度
・
経
略
使
と
な
っ
た
湯
嘉
恵
が
、
開
元
六
年
(
七
一
八
)
の
時
点
で
、
な
お
北
庭
都
護
を
兼
ね
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
阿



史
那
献
が
北
庭
大
都
護
・
蹟
西
節
度
使
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
砕
葉
へ
の
移
居
を
請
う
た
開
元
七
年
(
七
一
九
)
ま
で
は
続
い
た
よ
う
な

の
で
〔
松
田
一
九
七
O
、
三
3
7
1
4
三
八
四
頁
]
、
北
庭
大
都
護
。
阿
史
那
献
と
北
庭
都
護
・
湯
嘉
恵
と
の
箪
事
的
連
携
も
依
然
と
し
て
継
続

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
前
掲
表
よ
り
明
ら
、
か
な
よ
う
に
、
開
一
元
七
年
(
七
一
九
)
以
降
、
北
庭
都
護
は
「
思
嵩
」
・
「
楊
楚
客
」
が
就
任
し
て
い
た
。

ま
た
当
時
1

北
庭
都
護
は
、
前
掲
文
書
よ
り
瀞
海
軍
使
だ
け
で
な
く
支
度
・
営
田
使
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た

支
度
a

営
田
使
や
酉
庭
支
度
使
が
開
元
一

O
年
(
七
二
二
)
ご
ろ
に
西
州
に
居
た
こ
と
が
、
「
唐
開
一
冗
十
年
(
七
二
二
)
伊
吾
軍
上
支
度
営
田
使

留
後
司
牒
矯
蜂
鋪
営
田
不
済
事
」
(
誌
づ
〉
宮
N
N
凸印
ω
匂
忠
〈
録
〉
『
文
書
』
入
、
一
九
四
1
一
九
五
頁
/
『
図
文
』
回
、
九
O
頁
。
〈
写
〉
『
図
文
』
回
、
九
O
頁
)

や
「
伊
吾
軍
納
糠
牒
」
(
討
寸
〉
又
沼
町
一
印
(
出
)
〈
録
〉
「
籍
帳
』
コ
一
七
九
頁
/
『
文
書
』
八
二
二
二
一
良
/
『
図
文
』
四
、
九
八
頁
。
〈
写
〉
「
図
文
』
回
、
九
人
頁
)

よ
り
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

長行馬文書孜

以
上
の
検
討
か
ら
、
遅
く
と
も
開
元
六
年
(
七
一
人
)
ご
ろ
以
降
に
は
、
北
庭
都
護
が
西
州
を
治
所
と
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を

想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
の
「
新
唐
書
一
』
巻
六
七
、
表
七
、
方
鎮
四
の
記
事
は
、
北
庭
が
西
・
伊
州
と
一
体
化
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に

安
西
都
護
(
四
鎮
節
度
使
)
や
積
西
節
度
使
に
統
轄
さ
れ
て
ゆ
く
状
況
の
中
で
、
西
州
と
い
う
地
が
そ
の
中
心
治
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
当
時
、
北
庭
都
護
を
兼
領
す
る
安
西
都
護
等
が
、
重
要
な
軍
事
拠
点
と
な
る
天
山
北
方
の
ジ
ム
サ

で
は
な
く
、
何
故
に
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
を
治
所
と
し
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
先
天
二
年
(
七
二
二
)
か
ら
開
元
八
年
(
七
二

O
)
に
か
け

て
、
突
販
が
繰
り
返
し
て
北
庭
攻
撃
[
内
藤
み
ど
り
一
九
九
五
二

0
0
0
]
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
間
題
の
背
景
を
考
え
る
際
に
無

視
し
得
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
の
検
討
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
先
に
問
題
と
し
た
、
西
州
の
官
員
が
長
行
馬
の
利
用
に
関
し
て
、
逐
一
ジ
ム
サ
に
あ
る
北
庭

都
護
府
の
処
決
を
得
る
と
い
う
非
能
率
的
な
行
政
運
用
の
状
況
を
設
定
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。

ま
た
「
北
庭
文
書
」
に
見
え
る
長
行
坊
に
関
し
て
も
、
こ
れ
は
名
目
的
に
も
北
庭
都
護
府
に
属
す
そ
れ
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
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い
う
の
も
長
行
馬
文
書
の
う
ち
、
「
北
庭
」
を
冠
す
る
交
通
機
関
は
「
馬
坊
」
と
し
て
し
か
現
れ
ず
、
「
長
行
坊
」
と
は
書
か
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
(
後
掲
リ
ス
ト

{
B
}
③
等
)
。
「
北
庭
文
書
」
の
内
容
も
、
こ
こ
に
見
え
る
長
行
坊
が
北
庭
都
護
府
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
は
な
い
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
天
山
東
部
の
伊
西
庭
地
域
に
長
行
坊
は
、
西
州
の
長
行
坊
と
そ
れ
が
統
括
す
る
輪
台
県

の
長
行
坊
し
か
-
認
め
ら
れ
ず
、
「
北
庭
文
書
一
」
に
見
え
る
長
行
坊
も
西
州
の
長
行
坊
と
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
「
北
庭
文
書
」

に
見
え
る
長
行
坊
の
専
当
宮
で
あ
る
「
仙
」
が
、
ス
タ
イ
ン
将
来
の
西
州
長
行
坊
文
書
に
も
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
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最古

三五
口口

本
稿
は
、
長
行
馬
文
書
の
う
ち
の
「
北
庭
文
書
」
に
つ
い
て
、
大
英
図
書
館
に
お
け
る
調
査
を
踏
ま
え
て
、
基
礎
的
な
整
理
作
業
と
そ

の
作
成
地
に
関
す
る
私
見
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
検
討
の
結
果
、
「
北
庭
文
書
」
は
、
四
紙
ほ
ど
を
重
ね
て
貼
り
合
わ
せ
た
経
験
用
の

複
数
の
厚
紙
か
ら
析
出
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
年
代
的
に
五
つ
の
グ
ル
'
。
フ
に
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
よ
り
、
「
北
庭
文
書
」
で
月
日
し
か
確
認
で
き
な
い
も
の
や
、
官
員
名
し
か
見
え
な
い
断
片
文
書
で
も
、
明
確
な
紀
年

を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
「
北
庭
文
書
」
の
作
成
地
に
つ
い
て
は
、
天
山
北
方
に
位
置
す
る
北
庭
(
ジ
ム
サ
)
で
は
な
く
、
西
州
(
カ
ラ
ホ
l
ジ
主
で
あ
る
こ

と
を
推
定
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
遅
く
と
も
開
元
六
年
(
七
一
八
)
ご
ろ
以
降
、
北
庭
都
護
を
兼
領
す
る
安
西
都
護
が
西
州
を
治
所
と

し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
北
庭
文
書
」
に
関
す
る
さ
さ
や
か
な
報
告
と
な
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
文
書
群
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
池
田
先
生
の
ト
ウ
ル
フ
ァ

ン
文
書
演
習
で
長
行
馬
文
書
に
関
し
て
報
告
す
る
機
会
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
拙
稿
が
先
生
の
学
思
に
少
し
で
も
報
い
る
こ
と
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



〔
略
語
〕

『
籍
帳
』
・
0

池
田
温
『
中
国
古
代
籍
帳
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
。

『
図
文
』
・
・
:
中
国
文
物
研
究
所
等
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
[
萱
]
1
[臨
時
]
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
二
j
九
六
年
。

『
文
書
』

'

0

・
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
等
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
一

j

一
O
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一

1
九
一
年
。

『
釈
録
』
:
・
唐
耕
輔
柄
・
陸
宏
基
編
『
敦
燥
社
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録
』
四
、
全
悶
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
一
九
九

O
年。

『
図
冊
』
・
:
:
・
『
有
郊
館
名
品
展
図
冊
』
日
本
童
早
一
首
院
編
集
・
発
行
、
一
九
九
二
年
。

『
初
集
』
・
・
賞
、
水
武
主
編
『
敦
燈
叢
刊
初
集
』
一

1
一
六
、
新
文
輩
出
版
公
司
、
一
九
八
五
年
。

『
歴
博
』
:
・
・
・
楊
文
和
主
編
『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
一
一
、
柳
原
書
庖
、
了
九
九
九
年
。

『
俄
蔵
』
・
『
俄
蔵
敦
抽
出
文
献
』
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

包
囲
回
目
ν
口
阿
国
欠
。
∞
-
・
・
0口
岡
町
ぬ
河
民

o
h
h
h凶
1h同
町
畑
町
民
同
町
U
し
で
図
。
匂
岡
町
内
W
M
叫

h
刊しで

d
v
u円
、

h
h
2
3
1
0
9
0肖
h
p
句
史
旬
、
口
同
町

?
N唱冨
0
2
G笹
山
由
品
、
吋

長行馬文書孜

円
参
考
文
献
〕

荒
川
正
晴

一
九
九

O

「
ス
タ
イ
ン
将
来
「
蒲
昌
群
文
書
」
の
検
討
|
|
〉
注
目
ω

O

H

O

∞匂
O

勾
号
文
書
の
分
析
を
中
心
に
し
て

l
l」
『
西
北
史
地
』
一
九
九

O
l

一
一
、
二
三
j
三
四
頁
。

一
九
九
五
「
北
庭
都
護
府
の
輪
台
県
と
長
行
坊
1
1
1
ア
ス
タ
ー
ナ
五

O
六
号
墓
出
土
、
長
行
坊
関
係
文
書
の
検
討
を
中
心
と
し
て
i
i
l」
『
小
田
義
久

博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
集
」
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
、
九
一
一
一
ji--4

一
一
一
六
頁
。

二
O
O
O
「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
調
査
記
」
「
唐
代
史
研
究
』
三
、
五
九
1
七
四
頁
(
関
尾
史
郎
と
の
共
著
)

0

池

田

温
一
九
九
二

伊
瀬
仙
太
郎

一
九
五
五

「
敦
燈
漢
文
写
本
の
価
値
1

l
写
本
の
真
偽
問
題
に
よ
せ
て
|
|
」
『
講
座
敦
爆
五

敦
燈
漢
文
文
献
』
大
東
出
版
社
、
七
一
一
一
一
Ili--
七
一
-
一
一
頁
。

『
中
国
西
域
経
営
史
研
究
』
巌
南
堂
書
応
。

395 



中国律令制の展開と変質

内
藤
乾
士
口

一
九
六
三

内
藤
み
ど
り

一
九
九
五
「
突
厭
カ
プ
ガ
ン
可
汗
の
北
庭
攻
撃
」
『
東
洋
学
報
』
七
六
|
コ
一
・
四
、
二
七

1
一
九
七
頁
。

二
0
0
0
「
突
肢
に
よ
る
北
庭
の
パ
ス
ミ
ル
攻
撃
事
件
」
『
東
洋
学
報
』
八
一

1
1
四、一

1
一一一一一貝。

仁
井
田
陸

一
九
五
五
「
ス
タ
イ
ン
第
三
次
中
亜
探
検
将
来
の
中
国
文
書
と
マ
ス
ベ
ロ
の
研
究
|
|
法
律
経
済
史
料
を
中
心
と
し
て
|
1
1
」
『
史
学
雑
誌
』
六
四

六
、
五
一
二
(
)
六
三
頁
(
再
録
『
中
国
法
制
史
研
究
土
地
法
・
取
引
法
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

O
、
八
=
二

j
八
五

O
頁
)

0

藤

校

晃
一
九
四
八
「
「
長
行
馬
」
文
書
」
『
東
洋
史
研
究
』
一

0
1三
、
七
三
j
七
七
・
七
二
頁
。

一
九
五
六
「
長
行
馬
」
『
墨
美
』
六

O
、
二
j
三
四
頁
。

松
田
寿
男

一
九
七

O
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
(
増
補
版
)
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
。

栄

新

江
一
九
九
四
『
英
国
図
警
館
蔵
敦
燥
漢
文
非
仏
教
文
献
残
巻
目
録

ω
告
白
tω
・
お
お
と
新
文
曲
一
一
且
出
版
公
司
。

一
九
九
六
『
海
外
敦
燈
吐
魯
番
文
献
知
見
録
』
江
西
人
民
出
版
社
。

王

翼

青
一
九
八
五
「
唐
交
通
過
訊
用
馬
的
管
理
」
『
敦
煙
学
輯
刊
」
一
九
八
五
二
、
三
五

1
五
四
頁
。

一
九
八
六
「
庸
前
期
西
北
地
区
用
子
交
通
的
駅
馬
、
伝
馬
和
長
行
馬
|
|
敦
煙
、
吐
魯
番
発
現
的
館
駅
文
書
考
察
さ
一
」
『
敦
豊
子
輯
刊
』
一
九
八
六
|

二
、
五
六
j
六
五
頁
。

陳

国

燦
一
九
九
三

『
中
国
法
制
史
考
詮
』
有
斐
閣
。
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「
東
訪
吐
魯
番
文
書
一
紀
要
ご
)
」
『
貌
晋
南
北
朝
陪
唐
史
資
料
』
二
一
、
三
七
j
四
五
頁
。



杢

九九九
九九方九
八五回

『
斯
坦
因
所
獲
吐
急
百
番
文
書
研
究
』
武
漢
大
学
出
版
社
。

「
唐
西
州
長
官
編
年
考
誼
1
1
1
西
州
宮
吏
考
詮
(
二

l
l」
『
敦
燈
吐
魯
番
研
究
』
て
二
七
一

i
J
二
九
六
頁
。

「
唐
西
州
勾
官
編
年
長
J

詑
l
l
l唐
西
州
官
吏
編
年
考
諮
(
三
)
|
|
」
『
敦
爆
吐
魯
番
研
究
』
三
、
一
一
一
九

1
一
六

O
頁。

呂
田
印
日
)
刊
吋
O
唱
国

]「

umω

」
い
町
白
色
。
町
内
同
国

E
S
S
E
O
K町
民
司
町
内
吋

OH沼
町
中
旬
泊
四
四
時

bhsobob
門
目
白
色
町
み
口
町
民

h
R
b
M
g
h巴
.
巾
円
自
門
「
丸
町
、
円
、
。
口
弘

Oロ

ペ
回
出
向
匂
ピ

ga印
ygm(楊
聯
陸
)

忌
印
日

Z
2
2
0ロ
呂
田
凹
司
氏
。
唱
凹

F
g
仏

0
2
5
8
g
n
F
5
0
5
門同日

U
R
2
2
P
B巾
2

1門戸
5
0ロ
(
山
内

ω同
〉

R
m
-
ω
S
5
8
〉
巴
巾
円

g
R巳
巾
叩
同
白

H15足

ho口
Hhbと
ohみ
臼
均
貯
.
口

h
E円
向
日
.
町
出
戸
∞
I
H
-
N屯
同
市
V

印
一
山
、
匂
同
)
広
N

H
印∞

長行馬文書孜

{註〕
(
1
)
{
H
〕
は
現
在
の
と
こ
ろ
以
下
に
掲
げ
る
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
墳
墓
か
ら
長
行
馬
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。
①
ア
ス
タ
ー
ナ
コ
一
区
三
号
墓
(
〉
注
目
ω)

出
土
文
書
(
ス
タ
イ
ン
将
来
文
書
)
・
②
ア
ス
タ
ー
ナ
コ
一
区
四
号
墓
(
〉
え
自
民
)
出
土
文
書
(
ス
タ
イ
ン
将
来
文
書
)
・
③
ア
ス
タ
ー
ナ
五

O
六
号
墓

(叶
ω斗
〉

z
g
?
品
)
文
書
(
中
国
考
古
隊
発
掘
文
書
)

0

(2)
こ
こ
に
一
言
う
作
成
地
と
は
、
諸
種
の
案
件
を
処
理
す
る
た
め
に
文
書
を
作
成
し
た
宮
司
の
所
在
地
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
官
司
の
作
成
文
書

に
は
、
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
文
書
も
多
く
貼
り
つ
い
で
い
る
の
で
、
正
確
に
見
れ
ば
そ
の
作
成
地
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
考
慮

し
な
い
で
お
く
。

(
3
)
長
行
馬
文
書
で
は
な
い
が
、
中
国
国
家
図
書
館
に
は
「
辞
海
軍
之
印
」
が
捺
さ
れ
た
「
溝
海
軍
関
係
文
書
」
(
切
り
Sωω
叶
十
切
り
Sω
品N
十
∞
ロ
Sω
台
一
〈
写
〉

中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
上
海
龍
華
古
寺
・
《
蔵
外
仏
教
文
献
》
編
輯
部
合
編
『
中
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
燈
遺
書
精
ロ
間
選
』
二

0
0
0年
、
二
一

頁
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
「
構
海
軍
之
印
」
が
捺
さ
れ
た
ス
タ
イ
ン
文
書
中
の
「
溝
海
軍
関
係
文
書
」

(ω
・
口
合
由
)
が
、
敦
燥
の
経
秩
よ
り
剥
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
同
様
に
敦
抽
出
経
峡
よ
り
剥
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

(
4
)
な
お
紙
縫
部
背
面
に
記
さ
れ
た
漢
数
字
も
文
書
グ
ル
ー
プ
を
決
定
す
る
証
拠
と
な
る
が
、
前
掲
の
大
英
図
書
館
所
蔵
文
書
以
外
に
は
実
見
調
査
は
で
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き
て
い
な
い
。
こ
の
番
号
付
け
に
つ
い
て
は
荒
川
二

0
0
0、
七

O
j七
一
頁
参
照
。
と
く
に
有
郊
館
所
蔵
の
も
の
に
は
、
写
真
か
ら
だ
け
で
も
、
関

元
七
年
四
月
一
一
一
日
の
日
付
を
有
す
る

(
I
)
グ
ル
ー
プ
の
長
行
馬
関
係
文
書
の
紙
縫
部
裏
面
に
「
廿
五
」
と
見
え
る
も
の
が
あ
り
、
今
後
、
機
会
を
得

て
調
査
し
た
い
。

(
5
)
先
に
論
じ
た
紙
縫
部
分
に
お
け
る
漢
数
字
の
付
記
は
、
全
官
司
あ
る
い
は
案
件
す
べ
て
に
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
現
時
点

で
は
長
行
馬
文
書
以
外
で
は
、
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
き
、
漢
数
字
を
付
し
て
整
理
し
た
官
文
書
は
う
か
が
え
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
の
例
外
と
は
、
北

庭
に
置
か
れ
た
幹
海
軍
の
朱
印
が
捺
さ
れ
た
官
文
書
(
開
元
一
五
一
六
年
の
紀
年
を
有
す
る
ω
己
中
山
由
や
ω
己
合
ω)
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の

漢
数
字
を
紙
縫
背
面
に
記
す
方
式
が
、
瀞
海
軍
・
北
庭
都
護
府
・
西
州
都
督
府
が
一
体
的
に
統
治
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
お
い
て
当
該
官
可
に

見
ら
れ
た
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

(
6
)
担
当
宮
司
長
官
の
処
決
文
は
、
通
常
は
録
事
の
受
付
記
載
よ
り
も
後
ろ
に
童
目
か
れ
る
が
、
前
に
ず
れ
て
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
位
置
に
く
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
は
、
ス
タ
イ
ン
文
書
(
前
掲
ω
己品目
H
F
O
円・∞
N
H
N
印
印
∞
な
ど
)
に
例
が
あ
る
。

(
7
)
録
事
参
寧
の
「
沙
安
」
が
見
え
る
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
文
書
は
多
い
[
李
方
一
九
九
八
、
一
四
五

1
一
四
七
頁
]
が
、
関
元
二
ハ
年
(
七
二
人
)
の
紀
年
を
有

す
る
一
連
の
大
谷
文
書
〔
内
藤
乾
士
口
一
九
六
二
一
、
二
五
三

1
二
七
四
百
一
]
参
照
。
た
だ
し
内
藤
氏
は
「
沙
妻
」
と
移
録
す
る
が
、
こ
れ
は
「
沙
安
」
に
改
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
8
)
北
庭
都
護
や
北
庭
大
都
護
が
構
海
軍
使
(
斡
海
軍
副
大
使
)
を
兼
ね
る
こ
と
は
、
郭
度
確
や
阿
史
那
献
な
ど
の
例
に
明
ら
か
で
あ
る
[
『
唐
方
鎮
年
表
』

三
、
中
華
4

耳
目
局
、
一
九
八

O
年
、
二
一
二
八
百
(
/
松
田
一
九
七

O
、
三
七
七
頁
等
]
o

た
だ
し
阿
史
那
献
が
長
安
へ
遁
れ
帰
る
関
元
七
年
以
後
で
あ
れ
ば
、

積
西
節
度
副
大
使
(
節
度
使
)
も
可
能
で
は
あ
る
。

(
9
)
伊
瀬
二
七
一
二
(
)
二
人
二
貰
。
『
旧
唐
童
日
』
巻
一

O
二
つ
郭
度
瑳
伝
な
ど
に
よ
れ
ば
、
郭
度
曜
の
後
に
張
孝
出
向
が
安
西
都
護
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

る
が
、
郭
皮
瑳
に
代
わ
っ
て
湯
嘉
恵
が
就
任
し
た
こ
と
は
、
伊
瀬
一
九
五
五
、
二
七
回

1
二
七
五
貰
に
詳
し
い
。

(ω)
晋
州
の
長
行
坊
馬
騒
運
用
帳
簿

(
O
円台∞
N
H
M
g
ω
-
〈
録
〉
宮
山
田
宮
5
8
H
N
ω
山

N恥
/
/
陳
一
九
九
四
二
九
六
j
一
九
八
頁
。
〈
写
〉
豆
間
的
苦
H
O
切手
M
門
凶
〈
)

に
は
、
湯
嘉
吉
山
の
家
族
が
西
州
よ
り
伊
吾
に
向
け
て
移
動
す
る
の
に
長
行
馬
を
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

(
日
)
郁
賢
陪
『
唐
刺
史
考
全
編
』
一
FIt--

五
(
安
徽
大
学
出
版
社
、
二

O
O
O年
)
は
、
唐
代
地
方
州
府
の
長
官
に
関
す
る
最
新
の
研
究
で
あ
り
、
同
書
一
の

巻
四
七
、
北
庭
都
護
府
(
庭
州
)
、
五
三

0
1五
一
三
頁
に
、
開
一
冗
六
年
の
都
護
と
し
て
郭
度
瑳
を
載
せ
る
が
、
明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
た
結
論
で
は
な
い
。
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(
ロ
)
こ
の
ほ
か
に
も
伊
吾
軍
や
庭
州
で
作
成
さ
れ
た
文
書
は
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
墳
墓
よ
り
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
「
唐
関
元
十
年
(
七
一
一
一
一
)
伊
吾
軍

牒
」
・
「
唐
閲
元
年
代
伊
州
伊
吾
軍
屯
回
文
書
」
(
〈
録
〉
『
籍
帳
』
三
五

0
1三
五
一
頁
)
・
「
唐
関
元
十
六
年
(
七
二
人
)
庭
州
金
満
県
牒
」
・
「
唐
開
元
十
六

年
年
末
庭
州
輪
台
県
銭
吊
計
会
稿
」
(
〈
録
〉
「
籍
帳
』
三
五
四
j
三
五
五
)
な
ど
。
な
お
長
行
坊
を
統
轄
し
て
い
た
の
が
長
行
使
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に

拙
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
[
荒
川
一
九
九
五
二
一
七
頁
〕
が
、
そ
の
使
職
は
支
度
営
団
使
等
の
他
の
使
職
と
同
様
に
北
庭
都
護
が
併
任
し
て
い
た
可
能

性
は
高
い
。

(
日
)
マ
ス
ペ
ロ
の
紹
介
す
る
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
墳
墓
出
土
の
長
行
馬
文
書
に
、
「
仙
」
の
署
名
が
多
く
見
え
て
い
る
[
豆

8
3
2
5日噂
1
M
M門
l
M良
〈
]
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
荒
川
一
九
九

O
、
二
人
頁
に
お
い
て
「
北
庭
文
書
」
の
「
仙
」
と
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
文
書
に
見
え
る
「
仙
」
と
を
別
人
と
し
た
私
見

は
こ
こ
で
改
め
て
お
き
た
い
。

長行馬文書孜

【
敦
煙
経
帳
文
書
リ
ス
ト
】
(
※
は
、
長
行
馬
文
書
と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
文
書
)

【

A
}
回
ド
・

O
江
叩
巳
曲
目
田
口
品
目
ロ
門
出
血

O
由
円
印
。

oFwn位
。
ロ
印

①
ω
a
g
H
m
(
O
H
-
∞NHO) 

闘
淵
九
年
(
七
一
一
一
)
十
一
月
(
も
し
く
は
十
年
三
月
)
制
崩
制
調
刷
司
判
辞

②
ω-
∞∞ゴ・〉
j
開

(
O
H
・∞NHO)

関
一
苅
九
年
(
七
一
一
一
)
八
月
長
行
坊
牒
等

③
ω'
口
合
0
1
〉
・
回

(
O
円∞
NHO)

闘
到
九
年
(
七
一
一
一
)
十
一
月
相
周
制
調
刷
兵
曹
史
削
週
牒
井
判

④
ω
a
H
E臼
〉
・
凶

(
O
H
∞NHO)

闘
到
九
年
(
七
二
二
十
一
月
相
周
制
調
崩
兵
曹
史
削
週
牒
弁
判

⑤
ω
-
H
H
B
∞a
〉
j
O
(
O
円・∞
NHO)

開
到
十
年
(
七
一
一
一
一
)
一
一
一
月
柑
劇
欄
調
刷
長
行
坊
典
剖
掴
側
等
牒
等

⑥
ω
・5
g
u
v〉

j
の

(
O
H
目∞NHO)
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対
周
二
年
(
七
六
七
)
十
二
月
長
行
坊
典
剰
口
倒
状
等

※
ω

司
区
(
O
H
・∞N
H
O
)
(
〈
録
〉
・
〈
写
〉
「
釈
録
』
四
、
四
三
一
一
貝
)

関
元
九
年
(
七
二
二
十
一
月
録
事
参
箪
到
例
制
牒

※
ω
-
H
O
一印一山由

(
O
円・∞
N
H
O
)

馬
籍
関
係
文
書
?

【

B
}
有
郷
館

①
有
郷
館
叩
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
二
七
頁
)

闘
到
七
年
(
七
一
九
)
四
月
相
周
都
護
判
辞

②
向
日
(
〈
録
〉
藤
枝
、
二
九
頁
。
〈
写
〉
藤
枝
、
二
八
頁
)

闘
到
七
年
(
七
一
九
)
四
月
長
行
坊
判
案
末
尾

③

同

M
H
(

〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
二

O
頁
)

闘
苅
十
年
(
七
一
一
一
一
)
一
一
一
月
四
州
収
馬
所
状

④
同
日
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
二
九
頁
)

闘
苅
七
年
(
七
一
九
)
一
一
一
月
?
長
行
馬
関
係
牒

⑤
同
げ
(
〈
録
〉
藤
枝
、
一
四
頁
。
『
図
冊
』
一
一
一
一
一
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
一
四
頁
。
『
図
冊
』
一
二
人
頁
)

閑
却
七
年
(
七
一
九
)
も
し
く
は
同
人
年
(
七
二

O
)
制
劇
制
調
刷
功
曹
判
兵
曹
参
寧
剰
矧
判
辞

⑤
問
路
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
二
五
頁
)

関
元
七
j
八
年
(
七
一
九

1
七
二

O
)
困
州
長
行
坊
牒

⑦

向

m
w
(
〈録
V

藤
枝
、
二
三
頁
。
〈
写
〉
藤
枝
、
二
二
頁
)

闘
到
七
年
(
七
一
九
)
三
月
長
行
群
状

③
同
却
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
二
六
頁
)

闘
苅
八
年
(
七
二

O
)
一
一
一
月
相
周
制
調
刷
兵
曹
司
判
案
末
尾
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⑨
同
幻
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
一
七
頁
)

闘
到
七
j
十
年
(
七
一
九

i
七
一
一
一
一
)
五
月
史
閥
割
牒

⑮
同
お
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
一
六
頁
)

岡
市
十
年
(
七
一
一
一
一
)
一
一
一
月
制
園
調
調
刷
兵
曹
司
判
笑
末
尾

⑪

同

μ
(〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
一
八
頁
)

間
剖
十
年
(
七
二
二
)
二
月
四
川
収
馬
所
状

⑫
同
お
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
一
五
頁
)

開
元
十
年
(
七
一
一
一
一
)
三
丹
羽
劇
制
調
刷
兵
古
田
史
削
剥
牒

⑬
同
お
(
〈
録
〉
藤
枚
、
二
四
百
(
0

『
図
冊
三
二
三
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
二
回
頁
。
『
図
冊
」
三
八
頁
)

闘
到
八
年
(
七
二

O
)
四
月
典
槻
口
閥

⑬
同
幻
(
〈
録
〉
『
図
冊
』
一
二
三
一
貝
。
藤
枝
、
二

O
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
一
九
頁
。
『
図
冊
』
三
九
頁
)

闘
到
十
年
(
七
一
一
一
一
)
一
一
一
月
四
州
収
馬
所
状

⑬
同
鈎
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
一
八
頁
)

開
元
十
年
(
七
一
一
一
一
)
一
一
一
月
長
行
坊
関
係
文
書

⑬
同
お
(
〈
録
〉
藤
枝
、
二
一
頁
。
『
図
冊
』
一
二
三
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
二
一
百
円
。
『
図
冊
』
四

O
頁
)

間
剖
十
年
(
七
一
一
一
一
)
三
月
四
州
収
馬
所
状

⑫
向
日
出
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
一
二
四
頁
)

開
到
七
年
(
七
一
九
)
八
月
典
某
牒

⑬
同
位
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
三
三
頁
)

闘
到
七
年
(
七
一
九
)
一
一
一
月
醐
調
。
氏
状

⑬
同
日
制
(
〈
録
〉
藤
枝
、
二
二
頁
。
『
図
冊
』
一
二
回
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
二
二
百
円
。
『
図
冊
』
四

O
頁
)

闘
珂
七
j
九
年
(
七
一
九

1
七
一
一
一
)
宮
沢
行
坊
専
当
官
割
叫
判
辞
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⑫

同

斜

/
1
(
〈
録
〉
藤
枝
、
三
一
頁
。
『
図
冊
』
一
二
回
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
一
一
一
一
頁
。
『
図
冊
』
四
一
一
良
)

闘
到
九
年
(
七
二
二
十
二
月
困
州
収
馬
所
状

@

同

必

/
2
(
〈
録
〉
藤
枝
、
三
一
頁
。
「
図
冊
』
一
二
四
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
一
一
一
一
頁
。
「
図
冊
』
四
一
一
員
)

開
元
十
年
(
七
一
一
一
一
)
三
月
?
相
周
剖
調
刷
兵
曹
史
削
剥
牒

⑫
同
必
(
〈
録
〉
〈
写
〉
藤
枝
、
三

O
頁
)

闘
到
九
年
(
七
二
ニ
十
二
月
長
行
坊
状

⑫
同
日
(
〈
録
〉
藤
枝
、
コ
三
頁
。
『
図
冊
』
一
一
一
四
1
一
二
五
頁
/
〈
写
〉
藤
枝
、
一
一
一
一
一
頁
。
「
図
冊
』
四
一
頁
)

闘
珂
十
年
(
七
二
二
)
三
月
羽
劇
糊
調
刷
兵
曹
史
削
剥
牒
+
判
辞

@
同
無
番
号
(
〈
録
〉
藤
枝
、
二
ニ
頁
)

閑
却
七
年
(
七
一
九
)
四
月
長
行
坊
状

【

C
】
書
道
博
物
館

①
金
祖
同
〈
『
流
沙
遺
珍
』
〉
三
(
〈
録
〉
『
初
集
』
五
、
二
八
人
頁
/
〈
写
〉
『
初
集
』
五
、
二
五
一
頁
)

闘
苅
九
年
(
七
一
一
一
)
六
月
長
行
坊
典
到
剥
嗣
牒
+
判
辞

【

D
】
中
国
歴
史
博
物
館
(
羅
振
玉
旧
蔵
)
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